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デジタル楽器による音楽教育の可能性
眞壁 豊・加藤 隼人
音楽の指導について、小学校から高等学校まで音楽に触れてきた人でさえ、大学におけ
る音楽の授業においても、楽譜を読もうとせず、また楽譜や音楽記号を読めない「楽譜離
れ」をしている学生が多い。そこで新しい学習指導要領における「歌唱」「器楽」「音楽づ
くり」「鑑賞」の４分野をつなぐ可能性として、電子教材の可能性、デジタル楽器を使用
した例を挙げることで、音楽教育へのデジタル楽器の導入可能性を模索した。
結果として、学習指導要領で新たに示された〔共通事項〕を介した各分野の関連付けに、
電子教材やデジタル楽器は有効に活用できるツールであることが示され、また子ども達が
デジタル楽器に対する印象として、非常にやりがいがある楽しいものであると前向きな評
価をしており、学校の授業でも使いたいと思っていることが示された。一方でまだこのよ
うなデジタル楽器を活用した事例は乏しく、今後さらに研究を進めなければならない点も
数多くある。
Ⅰ．音楽教育の現状
どうすれば音楽を楽しく感じてもらえるか。「音を楽しむ」教科である音楽におい
て、音楽の楽しさを感じてもらうことが最大の課題であろう。筆者（加藤）の指導で
も、今までの歌唱指導法では次のような展開になることが多い。
① 先生やＣＤの模範唱を聴く
② 歌詞唱や階名唱をして音程を確立する
③ 音符・記号を確認する
歌唱指導においては上記のような指導展開が一般的だが、多くの児童たちが①、②
と終わる前に飽き始め③の音符・記号の学習では集中力を欠いている。音楽の苦手な
児童にとっては、③をほぼ学習していない状態で終わってしまうことが自身の授業で
も起こり得る現状である。さらに器楽の指導でも、
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① 楽器の使い方の指導
② 楽譜の読み方
③ 反復練習
と進めているうちに児童によっては楽譜の読み方ではなく、指や体の形で演奏するよ
うになり、最終的には楽譜の読み方ではなく「パーンのつぎ、ジャーンだよね」と擬
音語や感覚のみで演奏している児童も多くみられる。
長年、筆者（加藤）は中学や高等学校の指導をしていたが、授業や合唱コンクール
の練習でも、楽譜を持たず歌詞だけを暗記して歌う生徒も多く、長年吹奏楽部に所属
しておりコンクールなどにも出場するような日常的に楽譜に親しんできた学生でさえ、
記譜をさせた際に書き方が全く分からず驚かされたことを覚えている。
大学での教育課程の音楽授業においても、楽譜を見ないで演奏する学生が多いとい
う実感がある。これは教科書を“持ってきた、持ってきていない”という根本的な問
題以前の段階で、手元に教科書や楽譜を持っていても“音譜を読もうとしない”学生
が目立つ。実際、音符や音楽記号の分からない学生も多く、新学期に授業を始めたば
かりのころは、楽譜の上で音譜が下降しているのを見ながら音を上昇させながら歌う
という学生がクラスに年に２、３人は必ずいるのが現状である。
「暗譜して演奏すること」。これはどの楽器を演奏する場合においても、とても大
切なことだが、教育現場で暗譜を強要してしまうと、楽譜を使わないために他の曲や
楽器への接続がスムーズに行えず、反復練習を繰り返すことで音楽に対する嫌悪感さ
え助長してしまうことがある。これは小学校、または中学や高等学校での多くの音楽
教育で抱えている問題として、これからの教育者は向き合っていかなければいけない
だろう。せっかくの“音楽”なのに音を楽しむことから離れてしまっては本末転倒で
ある。そこで少し「楽譜離れ」してきてしまったこれまでの音楽教育から、音楽を「楽
譜と共に学ぶ」という教育方法の確立を目指していかなければならない。
本年の４月（平成２３年度）から新しい学習指導要領が施行される。これは平成２０年
に文部科学省が行った学校教育法施行規則の一部改正と改訂されたが、大きい変更点
として「Ａ表現」が「歌唱」「器楽」「音楽づくり」の３つの活動に分かれて示された。
しかし、この改善点は坪能由紀子氏が『教育音楽 小学版 ２００８年５月号』内の「新
しい学習指導要領の目指す方向を考える」で“一見、「Ａ表現」の内容が多くなった
ような印象を受けるが、各活動で分けて書いているために内容が幾分重複して文字数
も少し増えただけで、教える内容が増えたわけではない”（教育音楽 小学版 ２００８
年５月号．２００８）と示しているように、実際の内容が増えたということではなく、中
学校の学習指導要領との連続性を持たせるために設けたともいえるだろう。
今回の改正では「歌唱」「器楽」「音楽づくり」と指導項目を明確に示すことで、そ
れぞれの活動をどのように進めるべきか、またどんな能力を身につけさせればよいか
に、より具体性を持たせた。さらに〔共通事項〕を新設し「音符、休符、記号や音楽
にかかわる用語」を表現や鑑賞の分野から切り離して各活動で扱うものとしたことに
より、「歌唱」「器楽」「音楽づくり」に「鑑賞」を含めた４分野をより密度の高いと
ころで相互補完することが可能になった。この分割こそが「楽譜離れ」してしまった
学習から、音楽を「楽譜と共に学ぶ」というこれからの音楽教育の一つの方向性では
ないかと考える。歌唱は歌唱、器楽は器楽の指導で終わってしまうのではなく、楽譜
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図１．各分野と〔共通事項〕の関係［佐藤日呂志、坪能由紀子．２００９］
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理解や〔共通事項〕の用語理解を深めることにより高度な次元で音楽を楽しむことが
可能になるだろう。
そこで今回は上記の４分野をつなぐツールや〔共通事項〕の補完、導入のひとつの
方法として電子教材の可能性について考えていきたい。さらにデジタル楽器を使用し
た例を挙げることで、音楽教育への電子教材の導入方法も模索していきたい。
Ⅱ．学習指導要領から電子教材をひも解く
～なぜ電子教材が音楽教育に必要か～
前出だが、現在の音楽教育の欠点は「歌唱は歌唱、器楽は器楽の指導で終わってし
まい楽譜の指導はおこなえない」ということがあげられる。
４月から全面実施される新学習指導要領にも「表現及び鑑賞を通して、音楽を愛好
する心情と音楽に対する感性を育てるとともに、音楽活動の基本的な能力を培い、豊
かな情操を養う」（文部科学省．２００８）という目標は改訂前と変わらず、そのまま継承
していることから、児童が自ら音楽を楽しみ、生活を明るく潤いのあるものにするこ
とのできる素質や能力を育成しようとしている根底は変わらない。そのなかで「音楽
づくり」を「歌唱」「器楽」から独立させ〔共通事項〕を新設したことで、各分野が
密接に相互補完できる体制が整ってきたと考えられる。（図１）
『歌唱分野と鑑賞分野を関連付け、その双方の活動に共通に指導が必要な〔共通事
項〕を支えとする指導計画を作成する。（中略）音楽を特徴づけている要素や音楽の
仕組みを設定し、児童がそれらを聴き取り、働きが生み出す音楽の面白さやよさを感
じ取ることによって、思いや意図をもって表現したり音楽全体を味わって鑑賞したり
する力を育てていくことができる。』（佐藤日呂志、坪能由紀子．２００９）とあるように、
〔共通事項〕を設定したことからも、各分野を関連付けて指導することが必要であり、
その際に電子教材の利用が有効ではないだろうか。
前出のこれまでの歌唱指導法に、電子教材を導入することで
歌唱① 先生やＣＤの模範唱を聴く
歌唱② 歌詞唱や階名唱をして音程を確立する
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図２．アニメーションで動く楽譜の例
歌唱③ 電子教材を使い、アニメーションで動く楽譜と連動して出力される音
で、音符や記号の意味を学習する
歌唱④ 再度、練習する
という授業展開ができ、歌うことに疲れてしまった児童の気分転換や、アニメーショ
ンで音符や記号を可視化することにより、イメージをより速く構築することができる。
この場合の「アニメーションで動く楽譜」であるが、例えば「図２」のように楽譜
と音と、実演の様子が、時間軸とともに動的に連動するものを想定している。
このような「動く楽譜」を電子教材化しておくことで、器楽の場面においても
器楽① 電子教材を使い、楽器の使い方を動画で確認しながら指導
器楽② 引き続き電子教材を使い、歌唱指導時に用いたアニメーションで動く
楽譜と楽器の弾き方を連動させ、楽譜の読み方を学習する
器楽③ 反復練習
と展開でき、歌唱で利用した同一のアニメーションを使用することで、「歌唱」と
「器楽」を、「楽譜」を橋渡しとして利用することができる。
さらに演奏の方法が分からなくなった児童には、先の「器楽①」にあるように「電
子教材で動画を見ながら確認する」とい
う工程を増やすことができるので、人員
を増やせない現状の教育現場において指
導を補完することもでき、「分からなく
なって面白くない→音楽が嫌い」と考え
てしまう児童を少しでも救い上げること
もできるだろう。
もちろん電子教材は「音楽づくり」に
おいても有効に活用することができる。
現代の電子教材であれば、テクノロジー
の力を借りて、考えた音楽をそのまま楽
譜や音楽にすることが少ない手順で可能
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図３．音楽づくりにおける手順の違い
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であり、またそれを自動で演奏することで、忠実に自分がイメージした音楽ができた
かを再現できる。（図３）
そのなかで、「歌ってみましょう」と「歌唱」につなぐことや「では楽器で演奏し
てみましょう」と「器楽」につなげることも容易にできるだろう。またこのときに媒
介となるのが、既に記録された「楽譜」であるので、自ら作った音楽をもとに、記載
された楽譜の意味を容易に理解することもできる。即ち、電子教材を基本ツールとし
て使うことで、音楽教育の可能性は広がってくると考えられる。これは電子教材が
「楽譜」と「表現」「鑑賞」をつなげるツールになりえることを意味している。
しかし、“紙の教科書が電子教材へと変わっただけ”と思われてしまうことだけは
避けなければならない。さらに“やはり演奏は直にしなければ”と電子教材を毛嫌い
されてしまう可能性もあるが、電子教材が生の楽器・演奏にとって置き換わる存在で
はなく、むしろ演奏や指導法を工夫することで、電子教材やデジタル楽器は切磋琢磨
しながら、従来主に使われてきた教材や楽器とお互い高め合っていける存在であると
考える。
コスト面においても“高価なものは導入できない”と思われがちだが、シンセサイ
ザーやデジタル楽器もこの数年でずいぶん手ごろな価格帯のものも増えており、使用
法も単純化されてきたので、導入のために必要な教員側の学習というコストも削減で
きるだろう。
「楽譜と共に学ぶ」という新しい教育方法の確立を目指さなければならない新学習
指導要領にとって、電子教材の導入は有意義なものになるだろう。しかし、現在、多
くの教育界で電子教材の導入を目指しているが、まだ形として登場しているのは少な
い。
あと２、３年後には、教育界へも電子教材の波がきてしまうだろうが、４月の施行
前にできるだけの方向性を検討しておきたい。
Ⅲ．デジタル楽器をとりまく現状について
電子楽器やデジタル楽器にも考え方はいろいろあるが、代名詞としては「シンセサ
イザー」が挙げられるだろう。そもそもその語源である“Synthesize”の意味は「合成」
である。つまり「シンセサイザー」とは、“音を合成して音色を作る機械”という意
味である。
また音を電子的に発生させるという点で言えば、「シンセサイザー」「電子楽器」
「デジタル楽器」という言葉は、あまり用語の定義としては大差無い。強いて言えば
「シンセサイザー」が、音色を編集することができる機器である点を強調している。
電子楽器としての歴史を辿るとその先祖は、１９世紀末の「テルハーモニウム」や、
２０世紀前半の「テルミン」「オンドマルトノ」などに行き着く。そのどれもが人間に
よる物理的な動きを音に変換させる「楽器」の１つとして使われてきた。また電子楽
器の場合、人間による演奏や後述する機械による自動演奏に関わらず、音を鳴らすこ
とができる部分を特に「音源」と称する場合が多い。
さらに時代が進むと、この音源を人間による演奏ではなく、電子的に自動制御する
ことで結果として自動演奏を実現させる「シーケンサー」が登場した。特に日本国内
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において最初期に発売された製品として「ＭＣ－８」（ローランド．１９７７年）が挙げら
れる。このシーケンサーの登場によって、従来は楽譜に記載された内容を通して人間
が実際にその場で肉体を動かして演奏しなければならなかった部分を、機械で代替で
きるようになった。
しかしこれら音源やシーケンサーは、従来は専用ハードウェア上で構成されており、
その価格も高く個人が手軽に手を出せる値段ではなかった。いまでも１台の製品の中
に充実した機能を求めるとそれなりの価格となり、現在売られている教育用シンセサ
イザーも、例えば「ＳＤＸ－４０００」（ヤマハ）に見られるようにその価格は２０万円を
下らない。
また、小中高等学校のコンピュータ室に向けた製品として「キューブミュージック
２」（スズキ教育ソフト）などもあり、１本あたりのライセンスは数千円と手頃だが、
別途音源を必要とする点で、どうしても追加のコストがかかってしまう。
しかしここ２～３年で状況が変わり、学習段階で必要とする音源として必要充分な
内容が、低コストで実現可能なところまで来た。
例えば電子楽器でどうしても必要となるハードウェアのコストであるが、現状では
高機能な性能を持ったものを低価格で購入できるようになっている。またそのハード
ウェア自体は「パソコン」「ゲーム機」「携帯電話」という形で親から子どもに買い与
えており、低価格且つ高機能なソフトウェアによって楽器として生まれ変わる可能性
を持ったハードウェアそれ自体は、既に子ども達の手に渡っている状況といえる。
ソフトウェアについては、製品を販売する場合に発生する複製コストが抑えられる
ので、先の「キューブミュージック２」と同様に比較的低価格で調達できる。また最
近では音源をソフト化する共通規格である「VSTi」や「Audio Units」などによって、音源
をモジュール化する技術が確立されており、インターネットを通して無料の音源モ
ジュールもダウンロードし活用できる。
さらに、先に掲げた「ゲーム機」向けの音楽ソフトとして、シンセサイザー・シー
ケンサーを内蔵したニンテンドーＤＳ用ソフト「ＫＯＲＧ ＤＳ－１０」が、他のゲー
ムソフトと同等の値段で販売されており、音色を自ら作り作曲を行うまでの必要充分
な機能を、小学生にも手の届くところに、そして安価に実現できるところまで来た。
Ⅳ．「神奈川県子ども会ＤＳ－１０キャラバン！」について
子ども達がデジタル楽器に触れ、音作りや作曲活動に親しませる活動として全国的
に先進的な事例として、神奈川県子ども会連合会が主催するイベント「神奈川県子ど
も会ＤＳ－１０キャラバン！」（以下「キャラバン」）がある。
これは子ども会の活動としては珍しく、ゲーム機であるニンテンドーＤＳを参加者
の子ども達が持参することを前提としたイベントである。そして先に掲げたシンセサ
イザーソフトである「ＫＯＲＧ ＤＳ－１０」（以下「ＤＳ－１０」）を子ども達に貸し出
し、「このソフトを子どもたちが手にし、楽しんでくれた時に、音楽の楽しさを味わ
うとともに想像力や考える力が育まれ、またマルチプレイによる合奏を通して今まで
以上の仲間づくりを図る」（神奈川県子ども会連合会Ｂｌｏｇより）ことを趣旨とし
ている。
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以下にこの事例の概要を報告する。但しここで掲げる事例は学校教育の一環ではな
いので、学習目標や単元の設定などは考慮されておらず、また指導者役となる人も、
現状では多数（およそ子ども３～４人に指導者１人）配している。このことから、こ
れをそのまま教育の現場で適用するには考慮しなければならない点は多い。しかしこ
の事例は、学習指導要領にも「創造的に音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め」
（第５学年及び第６学年「１目標」より）とあるように、音楽という領域において子
ども達の学びを促す活動としては、非常に可能性のある事例である。
キャラバンとしての活動は、２００９年６
月の伊勢原市を皮切りに、その名の通り
神奈川県の各地で開催されており、２０１０
年１０月現在で計４回開催されている。
毎回の流れは、おおむね「表１」のと
おりである。なお、キャラバン中で流れ
るＢＧＭは、全てＤＳ－１０（つまりデジ
タル楽器）で奏でられる。
まず最初に子ども達からＤＳを預かり、
①でＤＳ－１０の軽快な音楽に乗せて２人
の進行役の女性がバルーンアートととも
に踊りを披露し、子ども達の注目を集め
る（写真１上）。
次に子ども会のシニアリーダーが全国
から集まったＤＳ－１０の指導者を紹介し
た後、②のＫＹＴ（危険予知トレーニン
グ）を行う。ここでは特に（先端が鋭
い）ＤＳのタッチペンを使うこともあり、
参加者の子ども達にタッチペンを持った
まま走らないこと、そしてチャイムが
鳴ったら前方に注目するなど、場を乱さ
ないためのルールを伝えておく。
次にレクリエーション活動（③）を通
じて、場の緊張感を解きほぐすとともに、
ここでグループ分けを行う。グループ分
けは、おおよそ子ども５名に対して指導
者２～３名になるように配分される。
ここで子ども達にＤＳを返却。進行役
の女性によるＤＳ－１０のレクチャー
（④）が行われる。ここで扱われるソフトの使用法は、音色の編集と、既に打ち込ま
れている主旋律（かえるのうた）の編集という最低限の内容であるが、途中休憩をは
さんでここだけでも約３０～４０分費やされる。
ある程度基本的な機能が理解できたところで、各グループに対して題目を与えて、
グループの指導者を中心に楽曲のアレンジをさせ（⑤）、発表会へとつなげる（⑥）
①オープニングパフォーマンス
②ＫＹＴ（危険予知トレーニング）
③レクリエーション（兼グループ分け）
④ＤＳ－１０のレクチャー
⑤グループごとにアレンジ
⑥発表会
⑦大人げない演奏
⑧タイトルコール（終了）
表１．キャラバンの流れ
写真１．キャラバンの様子
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（写真１下）。ここで与えられる題目は、形容詞を伴った童謡である（例：はげしい
森のくまさん 等）。
子ども達による各グループの発表は、その発表準備に割ける時間が短いこともあり、
実にさまざまな変化の激しい音色やフレーズが出る。結果としてグループごとの演奏
は個性が溢れたものとなり、各グループの演奏が終わるごとに盛大な拍手が会場から
起こる。
一方で、各グループが童謡のアレンジを行っている間、指導者の中から特に作曲に
長けた方に子ども達のグループから抜けてもらい、個別に作曲を進める。そして子ど
も達による各グループの発表（⑥）の後に模範演奏（大人げない演奏）を披露する
（⑦）。最後にタイトルコールを会場全体で行いイベントは終了する（⑧）。
Ⅴ．デジタル楽器に関する調査
１．調査の背景
これまで音楽科について、中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会の「教
育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ」（２００７）に「歌唱の活動に偏る傾向が
あり、表現の他の分野と鑑賞の学習が充分でない状況が見られる」とある。
果たしてこの状況のもとで学んだ子ども達は、デジタル楽器についてどのような印
象を持っているのか。また、そもそも学校に通う児童生徒達が学校で学んでいる音楽
という科目の各領域に対してどのような印象を持っているのか。前述したイベントに
参加した子ども達に対して調査を行った。
２．調査方法
１回あたりの調査人数が２０名程度と少数のため、これまで複数回行われてきたイベ
ントで、同じ調査を実施した。
調査対象：
次のイベントに参加した園児児童生徒を対象とした。
・「神奈川県子ども会ＤＳ－１０キャラバン！inいせはら」（伊勢原市青少年セン
ター）
平成２１年６月２７日（土）
・「神奈川県子ども会ＤＳ－１０キャラバン！inあつぎ」（ＪＡあつぎ相川支所）
平成２１年１０月１７日（土）
・「神奈川県子ども会ＤＳ－１０キャラバン！inあつぎ」（厚木市ヤングコミュニ
ティセンター）
平成２２年６月２６日（土）
・「神奈川県子ども会ＤＳ－１０キャラバン！inあやせ」（綾瀬市役所）
平成２２年１０月１７日（日）
調査内容：
イベントに参加した子ども達を対象に、イベントの事前事後で眞壁が作成したアン
東北文教大学・東北文教大学短期大学部紀要 第１号
―３２―
図４．回答者の属性
男女比 学年構成
図５．学校外における楽器経験の有無
学校外楽器経験の有無
ピアノ： ２５名
リコーダー： ５名
バイオリン： ４名
太鼓： ３名
エレクトーン：２名
他にカホン、鍵盤ハーモニカ、鉄琴、
木琴、ドラム
（自由記述複数回答あり）
ケートを行った。学校音楽教育の各領域に関する印象などのような、イベントの前後
で印象が変化しない内容に関しては事前アンケートのみで質問し、一方でデジタル楽
器に関する印象を聞く内容においては、イベントの事前事後で順番を変えた同じ項目
で質問をし、デジタル楽器に触れてみた前後での意識の変化をとるようにした。参考
資料として事前事後アンケート用紙を末尾に添付した。
回答者の属性としては以下のとおりである。（図４）
アンケートの回答者としては、イベントの主な対象者としている小学生の児童が殆
どである。ただし高校生が人数に入っているのは、子ども会のシニアリーダーが参加
していることによりデータに反映されている。イベントには若干名ではあるが幼稚園
児～小学校低学年の園児や児童も参加しており、その場合には今回のアンケートへの
回答は保護者の代筆という形式で答えていただく場合が殆どであった。
また、この「神奈川県子ども会ＤＳ－１０キャラバン！」自体、音楽を中心としたイ
ベントということもあり、参加する子ども達は、下記の通り学校外での楽器経験の割
合が比較的多い事も付記しておく。（図５）
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楽器（特にＤＳ－１０）の印象
図６．電子楽器（特にＫＯＲＧ ＤＳ－１０）に対する印象
３．調査結果と考察
【学校の音楽科に関する領域ごとの印象】
学校の音楽における各領域の中から、「創作」を除く「歌唱（歌うこと）」「器楽（楽
器をひくこと）」「鑑賞（音楽をかんしょうすること）」それぞれについて、「たのし
い」から「たのしくない」までの４段階で回答をする質問。
結果は「表２」の通りであるが、
どの領域に関しても、ほぼ同じ割合
で均等に「楽しい」とする結果が出
た。特に今回の論で対象とする「器
楽」についても、学校教育において
児童生徒全員が主に使う楽器は非常
に限定されている現状においても、
それなりの評価が得られている。
これはそもそも、音楽という科目が他の学校で行われる科目と比べて、実技的且つ
芸術的な教科であり、また結果が「音」という感性に訴える内容であるとともに、「音
楽を愛好する心情」（平成１０年１２月改訂 小学校学習指導要領）を育てることに概ね成
功していることを示すものでもあろう。
【電子楽器（特にＫＯＲＧ ＤＳ－１０）に関する印象】
デジタル楽器に関する印象を表す複数項目のキーワードについて、イベントの前後
でそれぞれ５段階評価で示してもらった。
本来ならば電子楽器全般に対しての印象を質問すべきところなのだが、アンケート
対象となる子ども達に対しては、イベントで直接扱うソフトウェア名（ＫＯＲＧ Ｄ
Ｓ－１０）を指したほうが答えやすいと考え、このような調査項目にした。
結果は「図６」のとおりであるが、イベントの前と後では前向きな印象（楽しい・
音が良いなど）については「そう思う」がより強められ、後ろ向きな評価（心配・ひ
歌唱 器楽 鑑賞
楽しい ５７ ６１ ５３
どちらかといえば、楽しい ２６ ２１ ２７
どちらかといえば、楽しくない ３ ５ ７
楽しくない １ ０ ０
表２．学校の音楽科に関する領域ごとの印象
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とりぼっちなど）について「そう思わない」がより強められるという結果となった。
またこれらの中で唯一極端に振れなかったのが「難しい」というキーワードに対す
る結果である。若干「難しいと思わない」方向に動いたが、それでもまだイベント後
の状況で見れば「簡単とは言い切れない」ようである。（イベント前平均２．２１５２、イ
ベント後平均２．７６２５、最小値１～最大値５、数値が小さいほど「難しいと思う」）
ただ「図６」にもあるように、イベント後に「楽しい」という項目において殆どの
子ども達が「そう思う」としていることもあり、結果として電子楽器に対して「少々
難しいけど楽しかった」ということを示している。つまり電子楽器による曲を奏でる
活動が、非常にやりがいのあるものであったということを示すものであると考える。
その他では「授業で使って欲しい」という項目でも「そう思う」とする割合が高く、
イベント後ではその印象がより強まっている。学校における音楽の授業において、電
子楽器について扱う内容について行われたとしても、子ども達は興味を持って受け入
れられる可能性があると言える。
Ⅵ．今後の課題
以上から、シンセサイザーをはじめとする電子楽器が、今やその機能を保ちつつも、
子ども達の手に届く価格帯にまで低廉化してきており、またその電子楽器が「楽譜」
と「表現」「鑑賞」をつなげるツールとなる可能性を示した。その上で、実際に電子
楽器の楽しさを子ども達に伝える事例を紹介し、そこで行ったアンケートによって、
電子楽器に対する「難しいけど楽しい」「学校の授業でも使いたい」という子ども達
の前向きな意欲、やりがいが存在することが示された。
ただしこれらの結果を基にして、実際の学校に対し電子楽器やシンセサイザーによ
る音色づくりや音楽づくりの授業を展開できるかというと、まだ不十分といえる。
まず今回のアンケートの対象者自体が、神奈川県内の「ＫＯＲＧ ＤＳ－１０」とい
う音楽ツールを用いたイベントに参加した子ども達であり、その半数が学校以外での
楽器経験を持っているという属性を伴った結果だということである。今後「キャラバ
ン」以外の場、そして他の地域において同様のアンケートを実施し、同じような結果
が出るかどうかを検証しなければならない。
また「電子楽器による音楽づくり」の活動について学校教育現場への適用を考える
と、今回事例紹介した「キャラバン」の方式自体が、多数の指導者によって支えられ
ており、そのままでは適用が難しいという点である。
特に子ども達全員を対象とする「電子楽器による音楽づくり」の取り組みでは、全
国的に学校内外のみならず社会全体で見ても、極端に事例に乏しいのが現状である。
これは、ようやくこの２～３年で電子楽器自体が「子ども達の誰もが手に出来る」状
況なのである意味当然であろう。
しかし電子楽器の持つ、これまでの楽器では持ち得ないさまざまな性質を活かして、
「創造的に音楽にかかわり」「基礎的な表現の能力を高め」「音楽表現の喜びを味わ
う」（小学校学習指導要領より）可能性は、追求を続ける価値があると考える。
そのためにも、今後は以下の項目について継続して研究を続けたいと考える。
デジタル楽器による音楽教育の可能性（眞壁・加藤）
―３５―
①他の地域の子ども達に対する、音楽の授業や電子楽器に対する印象の調査。
②「キャラバン」の形式の内容を、多人数の指導者を介さず、無理なく子ども達に
電子楽器による音楽づくりの技術や楽しさを身につけることができるカリキュラ
ムの開発。
③デジタル楽器の活用法に関する、子ども向けテキストブックの開発。
④学校における音楽科の歴史的経緯を踏まえ、デジタル楽器が音楽科学習指導要領
の目標達成に有効であることを示すための、更なる文献調査。
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